
JOURNAL
no.35
社団法人埼玉デザイン協議会
サデコジャーナル 2010　

www.sadco1.com

2010 年 6月総会、2011 年 2月総会、2011 年 4月臨時総会
寄居町地域活性化シンポジウム開催
彩の国を撮るドキュメント映像展
第７回埼玉県北部地域技術交流会に参加！！
埼玉県経営アドバイザーによる研修会
2010 年度埼玉県経営アドバイザーによる経営指導・支援事業　
　●埼玉県済生会ワークステーション「みのり」
　●ＮＰＯ法人障害者の自立を考えるあしたの会「らくらく」
　●NPO法人本町ワークステーション 「みんと」
　●NPO法人ヒールアップハウス「晴れ晴れ」
　●社会福祉法人あかほり福祉会「ゆりヶ丘学園」

平成 22 年度さいたま市授産施設支援アドバイス
　●障害者福祉施設「元気工房」
　●障害者福祉施設「春光園うえみず」

さいたま市授産活動活性化セミナー「商品陳列を学ぶ講座」
第 24回サデコスクール、「親子でつくる楽器教室」
SADECO埼玉地域ファンド研究会にて報告
サデコショップ「納涼祭り」
事務局から、地区会「大宮地区活動」

へら鮒・ワカサギ釣りスポットでも人気な寄居町円良田湖畔
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社団法人埼玉デザイン協議会では、寄居町、

寄居町商工会、寄居町観光協会と共同主催

で ｢寄居町地域活性化シンポジウム｣ を開

催しました。農林水産省大臣官房政策課企

画官木村俊昭氏をお招きして、基調講演と

ともに、寄居町の特産品づくりに、地域振

興に活躍している方々との現地視察と意見

交換等を二日間にわたって行って頂き、地

域活性化へのやる気、元気、たくさんの刺

激を頂いた二日間となりました。

｢寄居町地域活性化シンポジウム｣ は、

SADECOが自治体や商工会、観光協会と協

力して、企画から実施まで行った事業で、

行政と民間、農商工が連携して地域活性化

を目指す良い機会としました。次は、更に

デザイン振興委員会レポート 権田　功

　｢寄居町地域活性化シンポジウム｣　開催
連携を深め実践へとつなげていく行動を起

こすことが必要です。SADECOでは、地域

活性化に向けたシンポジウムやセミナー、

商品開発支援等、色々な形で協力させて頂

きます。
＜シンポジウム＞
基調講演　講　師　農林水産省大臣官房政策課
　　　　　企画官　木村俊昭 氏
テーマ　　～地域を見つめ地域を愛する発想法～

活動発表者
発表者①　健康活性農場 (エキナセア生産 ) 
　　　　　代　表　渡辺 秀之　氏
発表者②　寄居町農産物加工研究会
　　　　　会　長　保泉 光子　氏
発表者③　風布みかん生産組合
　　　　　組合長　宮下 常夫　氏
発表者④　YFC( ヨリイフィルムコミッション )
　　　　　代　表　大橋 正宏　氏
発表者⑤　YBC (YORII Business Conference )
　　　　　会　長　一柳 憲隆　氏

寄居町の良さを活かした魅力と活力を

寄居町では、平成22年12月7日に、木村俊

昭先生をお迎えし、地域活性化シンポジウ

ムを開かせて頂きました。先生には、前日

から寄居町の商業や農業をはじめまちの活

性化に取り組んでいるグループと積極的に

現場で出会っていただき、様々な示唆に溢

れたご意見を賜りました。またご講演でも、

端的な事例をあげて、「地域が全員野球で、

持続可能な発展・活性化を図るための、仕

組みづくりの大切さ」を力説して頂きまし

た。私も大勢の町民の皆さんと一緒になっ

て、寄居町の良さを活かした魅力と活力を

生み出してゆきたいと

思っております。

            埼玉県寄居町長

　                        島田　誠

最大の成果

「寄居町地域活性化シンポジウム」の最大

の成果は、行政、商工会、観光協会といっ

た異なる団体が、文字通りの「協働のまち

づくり」を標榜して、一体となって開催で

きたことである。それと何といっても今回

のハイライトは、スーパー公務員といわ

れる木村俊昭氏を招聘できたことである。

数々のまちづくりの現場を見聞きしている

氏の提言は、流石に重みがある。一番、印

象に残っている言葉は、「行政の仕事は心

理学だ」ということである。肝に銘じたい。

   　　寄居町商工会会長　

　　　　　　   柴崎　猛

２０１０年１２月６日 ( 月 )・７日 ( 火 )

手を組んで活気ある寄居町を

　寄居町は観光の町である。名所・旧跡と

名のつくところが町内に多数有り訪れる観

光客がとまどいを見せるほどだ。

鉄道も３本あり、車での便もよい。有名な

のが夏の水天宮祭で寄居の恒例行事として

すっかり定着している。

　私は、ひかり輝く観光の実現のためには

町民と行政、そして関係機関が連携し、手

を組んで活気ある寄居町を作ってゆくべき

だと考えています。

　今回の開催を契機に更に地域をみつめ直

し、ひかり輝く観光寄居を発信していきた

いものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　   寄居町観光協会会長

　　　　　  湯本　五郎　



■2011年2月総会　2月19日（土）開催

「2011年度事業計画/収支予算計画」の審議
会場：埼玉県立近代美術館　講堂
議長：林　哲也　　司会：福井政弘
議事録作成人：江口　勲　星野　勇
議事録署名人：森下敞明　村上　剛
● 第1号議案：2011年度事業計画
理事 権田  功氏に報告が求められ、
審議に入った。
葛谷裕美氏から質問：「第25回 親子
で作る楽器教室」の予算が「こどもゆ
め基金」からの助成金を見込んでいる
が、助成が受けられなかった場合は？
長野事務局長から回答：議案書Ｐ4の3 
予備費から補填する。当該事案が発生
した時は、速やかに理事会を開き、事
業費捻出の方策を審議、解決する。
●第2号議案：2011年度収支予算計画
当期（予算）収入合計/￥6,858,750.
当期（予算）支出合計/￥6,979,300.
前期繰越金から/120,550.　　
いずれも理事 長野繁敏氏に報告が求められ、議場に承認を求めたとこ
ろ、全会一致で承認された。
●第3号議案：2011・2012年度役員の選任
選挙管理委員会 委員 田中　薫に説明が求められた。
役員候補者
・ 理事（12名）
　赤井克重　和泉賢二　葛谷裕美　権田　功　田中　薫　田端克雄　
　竹田良雄　千田正勝　長野繁敏　林　哲也　福井政弘　山岡和彦
・ 監事（2名）　木村路子　浜本克哉
上記を選任されたい旨承認を求めたところ、全会一致で承認された。
● 第4号議案：社員異動状況報告
理事 長野繁敏に説明が求められた。
2010年12月31日現在 正社員数/67名　賛助会員数/5機関
それぞれ報告し、出席者全員が確認した。

■2011年4月臨時総会　4月10日（日）開催

「2011・2012年度役員の選任（再）」の審議
会場：浦和パルコ9Ｆ 南ウイング ミーティングスペース
議長：林　哲也　　司会：福井政弘
議事録作成人：江口　勲　星野　勇
議事録署名人：森下敞明　山岡和彦
●第1号議案：2011・2012年度役員の選任（再）
事務局長　長野繁敏に説明が求められた。
平成23年2月総会で役員が選任されたが、法人化見直しに伴い、以下の
会員が役員候補者に再選出された。
役員候補者
・理事（13名）
　赤井克重　和泉賢二　葛谷裕美　権田　功　田中　薫　田端克雄　
　竹田良雄　千田正勝　長野繁敏　林　哲也　浜本克哉 　 福井政弘　
　山岡和彦
・監事（2名）才津純子　星野　勇
上記を選任されたい旨承認を求めたところ、全会一致で承認された
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　2010年6月総会、2011年2月総会、2011年4月臨時総会
■2010年6月総会　6月12日（土）開催

「2009年度事業概要報告/収支決算報告・監査報告」の審議
会場：埼玉県産業技術総合センター4階　ABC会議室
議長：和泉賢二
司会：福井政弘
議事録作成人：染谷珠樹　千田正勝
議事録署名人：竹田良雄　星野　勇
● 第1号議案：2009年度事業概要報告
・総会/理事会活動報告
・実施事業の概要報告
・委員会/地区会活動報告
いずれも理事 染谷珠樹氏に報告が求められ、
議場に承認を求めたところ、全会一致で承認された。
●第2号議案：2009年度収支決算報告
当期（決算）収入合計/￥4,892,913.
当期（決算）支出合計/￥4,558,904.
いずれも理事 長野繁敏氏に報告が求められ、議場に承認を求めたところ、
全会一致で承認された。
● 第3号議案：監査報告
監事 竹田良雄氏に説明が求められ、議場に承認を求めたところ、全会一
致で承認された。
● 第4号議案：社員異動状況報告
理事 長野繁敏に説明が求められた。
2010年3月31日現在 正社員数/70名　賛助会員数/5機関
それぞれ報告し、出席者全員が確認した。
・ 総会終了後、サデコショップ納品施設の通所者、県・福祉部、川口市
の障害者自立支援関係者を招いて「施設に対するデザイン支援の2009年
度実績」を映像を交えて報告、賛辞を得た。

＜新サデコショップ & 福祉デザイン活動報告会＞
6月12日(土)、SAITEC4F/ABC会議室で、PM 2:00～4:30 開催しました。
参加者は福祉関係行政からのご来賓9名、13の授産施設等から27名、サ
デコ会員、関係者28名の計64名。司会進行は長野事務局長。林理事長挨
拶の後、ご来賓の埼玉県福祉部部長代理荻野様、川口市福祉部部長代理
鈴木様、さいたま市障害者総合支援センター所長山本様からご挨拶をい
ただきました。
プロジェクター(聴覚障がい者のための「パソコン要約筆記」を併用)を
使っての報告会、内容は1.さいたま市授産施設商品開発デザイン支援(春
里どんぐりの家)、2.埼玉県経営アドバイザーによる経営指導・支援事業
(グリーンフィンガーズ)、3.サデコショップ・経緯と現況及び展望で報告
者は山岡理事。サデコの活動が施設側と県福祉課に理解されたはずです。
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SS・福祉委員会レポート

　埼玉県経営アドバイザーによる研修会
長野　繁敏

　8月 30日浦和合同庁舎講堂において埼玉

県福祉部主催「工賃引き上げのための経営

アドバイス研修会」が行われた。SADECO

が自主製品及びホームページ等のデザイン

制作に特化した個別実地指導の報告と個別

相談会を行う。

　15:20 から竹田監事によって施設自主製

品やwebサイトデザインの制作に特化した

事例やパッケージ＆webに関する基礎知識

を取り入れわかり易く約 30分報告。その

後 SADECO（林理事長、長野事務局長、田

端理事、権田理事、竹田監事）による個別

相談会を行う。特に自主製品に悩む施設が

多く、5施設が 22年度工賃倍増支援事業に

応募したい旨を話されていました。

SS・福祉委員会レポート

　平成22 年度埼玉県経営アドバイザーによる経営指導・支援事業　その 1「みのり」
竹田　良雄

　平成 22年度埼玉県経営アドバイザーに

よる経営指導・支援事業に SADECOが委託

を受け 2010 年 12 月 6 日〜 2011 年 3 月 1

日までの計 10回、埼玉県済生会ワークス

テーション「みのり」に対してデザイン支

援を行いました。

　支援内容は、1. 現状パッケージの分析、

2. 新市場調査、3. 商品開発支援、4. 試作品

制作を行いました。

　商品開発にあたって商品コンセプト

を明確にすることの大切さを指導しなが

らすすめていましたが施設側のコミュニ

ケーション不足で多少ズレはありました

が何度か説明することで最終的にはそ

の必要性をご理解していただきました。

また、指導者側からの要望で大量に残って

いる使用済みタオル 1枚、ボタンを利用

してトイレットペーパーホルダーと押し

花を利用したハガキ等の商品を入所者の

技術レベルでデザインを希望されました。

特にトイレットペーパーホルダーは技術

レベルに合わせて 2案の方向性で試作を

しました。一つは、デザイン性を高める為

に、生地・布地とアレンジした商品。もう

一つは可愛らしさを表現した単純なキャラ

クター（動物シリーズ）でのデザイン。

　今後の商品展開は動物シリーズで進めて

いきたいと佐藤指導員は話していました。

指導最終日にトイレットペーパーホルダー

刺繍マニュアルを渡し終了いたしました。

SADECO担当：和泉、竹田、吉田
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デザイン振興委員会レポート

　彩の国を撮るドキュメント映像展
竹田　良雄

　10月23日〜24日、埼玉住まい・まちづく

り交流展 2010in 深谷に共同参加。深谷旧

七ツ梅酒造においてサデコ主催による初め

ての上映会「SADECO彩の国を撮るドキュ

メント映像展」を開催。

　メンバー（川上さん、黒岩さん、権田さん、

田端さん、森山さん、吉田さん、竹田）によっ

て精米蔵をシアターとして設営。3m角の

大スクリーンを設置したシアターは昭和初

期の映画館をイメージさせ約 20名を収容。

　日本大学芸術学部映画学科演出課題で製

作した映像を上映「お茶のある町：杉田七

瀬作」「埼玉県新座市：滝田朝子作」「武甲

の響：今井義朗作」「茶の町・入間：小川将

司作」「見沼田んぼと都市：小野雄太作」「守

られゆく小江戸と川越：入澤大志郎作」、学

生の作品はそれぞれの町を調べ上げわかり

易く、また、記録にのこる作品に仕上げた

レベルの高いドキュメント映像。来場者の

中には「ここだけの上映はもったいない」

と言われ、いろいろなところでPRするベキ

と言われていた。次回を検討していきたい。

また、知的障害者施設「グリーンフィンガー

ズ」の製品、ヌゥどん、パウンドケーキ販

売も行いました。

　今回の映像展では日本大学芸術学部映画

学科宮澤教授、斉藤教授、長谷川技術員に

生徒作品の選定を行っていただきました。

またデサンさまには、2400× 900mmの垂

れ幕、そして川上輝靖さんには無料提供の

映写機器ならびオペレーターとして2日間

ご協力いただいたことに感謝いたします。

デザイン振興委員会レポート

　第７回埼玉県北部地域技術交流会に参加！！
田端　克雄

　１1月10日（水）に熊谷の立正大学を会場に埼玉県産業技術総合センター主催の第 7回埼

玉県北部地域技術交流会に今年も参加しました。

　今回はサデコ会員の仕事ぶりをパネル展示、県内中小企業や来場企業を対象に会員個人

の紹介などさせていただきました。

埼玉住まい・まちづくり交流展 2010in 深谷に共同参加
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SS・福祉委員会レポート

　平成22 年度埼玉県経営アドバイザーによる経営指導・支援事業　その 3「晴れ晴れ」
田端　克雄

　「晴れ晴れ」さんは、川口市北園町にあ

る就労継続授産B型施設です。

　担当の石崎美智施設長さん、鷺宮さん、

相原さんと、初めてお会いしたのが昨年の

８月。それから今年３月まで、以下の３つ

の支援テーマについて、打合せを重ね、デ

ザイン開発を行いました。

・ パン拡販のためのデザイン展開

・ パン+紙バンド製カゴでの新規商品展開

・ 手芸用紙バンドを使った新規用途開発

　それぞれのデザイン展開に先立ち、まず、

新たに「きょうもあしたも」のコピーを添

えた、手づくり工房「晴れ晴れ」のシール、

商品タッグ案を作成しました。（写真１）

　パンの拡販にあたっては、シール以外に

も、紙バンド製の大きなカゴにPOPスペー

スとショルダーベルトを取り付けた、パン

移動販売カゴも製作しました。（写真２）

　そして、今回のデザイン支援で特徴的な

のが、パンを味わうシーンの演出を考える

中で生まれた、手芸用紙バンドの新しい用

途開発です。

・何度も試作を繰り返し、特殊な成型方

法で作れるように開発した̶食卓や戸外

で、気軽にパン皿として使える、晴れ晴

れオリジナル「パンザーラ」。（写真３）

・パンザーラとパンを組合せラッピングし

た̶オリジナルパンギフト。（写真４）

・パンを職場や公園へ、やさしく運べるよ

うに考えた̶晴れ晴れオリジナル「ラン

チョンカーゴ」。（写真５）

　これまでにも施

設で使っていた素

材ですが、担当さ

れた皆様のアイデ

アで、新しい商品

提案をすることが

できました。

施設側：石崎美智（施設長）  、鷲宮亜季子、相原芳江　SADECO：長野繁敏、和泉賢二、江口　勲、田端克雄

SS・福祉委員会レポート

　平成22 年度埼玉県経営アドバイザーによる経営指導・支援事業　その 5「ゆりヶ丘学園」
田端　克雄

　1988年開設の ｢ゆりヶ丘学園｣ さんの建

物は、川口市の第一回都市デザイン賞受賞

していて、昨年の８月に聞き取のために初

めて訪問した際、すっきりとして開放感の

あるスペースがとても印象的でした。

　支援内容は、クッキー、プリンのパッケ

ージリニュアルと、その販促活動アイテム

の制作とし、デザインを進めました。

　デザイン展開するにあたって、クッキー

もプリンもスイーツであることから、個々

の商品として販促活動をするより、スイー

ツの統一ブランドとしてとらえた方が効果

的と捉えました。

　そこで、施設の Tシャツ事業でも使われ

ている、LILY HILL の名称を活かし、スイ

ーツ事業向けに「Cafe Lily Hill」というバー

チャルショップを設定した、ロゴマークの

提案を行いました。（写真１）

　プリンについては、ロゴマークの展開に

よるラベルのリニュアルを提案。（写真２）

　クッキーについては、現状のパッケージ

における、包装に際してのスタッフの作業

負荷軽減と、包材コストを抑えたいという

要望から、新包装形態を提案。（写真３）

　加えて、価格対応ができるよう、セット

販売のバリエーション展開の提案をさせて

いただきました。（写真４）

施設側：影山正人（施設長）   、内田浩子、押田怜美　　SADECO：長野繁敏、和泉賢二、田端克雄

写真5

写真 4写真１

写真 2

写真 3

　併せて、包装紙やショッピングバッグ（写

真５）、カタログ（写真６）、POP（写真７）

などの販促物の提案を行いました。

　クッキーの商品アイテムを増やしたいと

の提案にも、すばやく対応していただいて、

新クッキーの商品化も進み、これからの展

開も期待できる支援事業となりました。

写真1

写真 3

写真 4

写真 5
写真 7

写真 6

写真 2
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SS・福祉委員会レポート

　平成22 年度埼玉県経営アドバイザーによる経営指導・支援事業　その 2「らくらく」
竹田　良雄

　平成 22年度埼玉県経営アドバイザーに

よる経営指導・支援事業に SADECOが委託

を受け 2010 年 12 月 17 日〜 2011 年 2 月

24日までの計 10回、NPO法人障害者の自

立を考えるあしたの会「らくらく」に対し

てデザイン支援を行いました。

らくらくは手づくりをひとつからお届けで

きる宅配弁当屋さんで “障害のある人も地

域でいきいきと働ける場所を ”という願い

から生まれた施設です。栄養バランスにす

ぐれた手作り弁当をご指定の場所にお届け

し、地域の皆さんにご好評いただいていま

す。

　支援内容は、1. 現状パッケージの分析、

2. 視覚要素（らくらく，あしたの会シンボ

ルマーク等）制作支援、3. 視覚要素展開（看

板、車載、のぼり）支援、4. 宣伝物展開（チ

ラシ＆ポスター、メニュ表、施設案内、封

筒等）の支援。

　特に野菜を使ったヘルシーな弁当が売り

なので、盛りだくさんの素材をアピールし

た施設デザインをしました。

SADECO担当：和泉、竹田、吉田

施設側：小山理事長、浜田施設長　　SADECO: 竹田良雄、和泉賢二、吉田美智代

SS・福祉委員会レポート

　平成22 年度埼玉県経営アドバイザーによる経営指導・支援事業　その 4「みんと」
江口　勲

　平成 22年度埼玉県経営アドバイザーに

よる経営指導・支援事業に SADECOが委託

を受け、2010 年12月13日から 2011 年２

月28日までの計10回、特定非営利活動法人

障害者の地域生活をひらく会　就労継続支

援 B型事業所　本町ワークセンター「みん

と」に対してデザイン支援を行いました。

　みんとでは醤油容器などのバリ取りやア

イロンで圧着するビーズによるコースター

類、携帯などをデコレーションするビーズ

による名刺入れや携帯ストラップ、キーホ

ルダー類、木製ドレスピンチ（洗濯ばさみ）

のデコレーションなどの小物雑貨を制作し

ています。主に 100円ショップなどで手に

入るものにデコレーションをしてオリジナ

ル商材としています。

　SADECOによる支援内容は１）熱圧着ビー

ズによる新製品　２）デコパーツによる新

製品　３）古着物生地による新製品の企画・

デザインとこれらのパッケージ、ディスプ

レイデザインと「みんと」のシンボルマー

クやコピーなど。

　特に熱圧着ビーズについては利用者さん

が制作し慣れているとのことで、従来の

コースターを発展させるアイデアに加え

て、一年を通して新商品を継続できる『歳

時記をテーマにしたモビール』やカラフル

な色のペンに合わせられる『一本ペンスタ

ンド』等を企画・デザイン提案し、試作を

数回重ね、パッケージと共に販売できる商

品に近づけることができました。

SADECO担当：長野　和泉　中村　田積　江口

車両マーキングデザイン提案

屋外広告デザイン提案（5月以降施行予定）
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お問い合せ　SADECO事務局　email:info@sadeco1.com  fax:048-261-2438

　2月 8日 ( 火 ) さいたま市障害者総合支

援センターで、施設職員および利用者対象

の ｢授産活動活性化セミナー」が行われま

した。内容は、効果的な商品 ( 自主製品 )

陳列方法、売り場作りの方法を学ぶという

ことで、参加者は 9施設 17名と予定定員

15名を越えました。

　さいたま市の今回の企画は、SADECOが

授産施設 ｢元気工房｣ 製品支援で実施した

ディスプレイの仕方をヒントに考えられた

とのことです。「元気工房」プロジェクト

メンバーの、山岡、竹田、江口、和泉が講

師で参加しました。

　①講義編 (山岡 ) は、プロジェクターを

使って銀座、池袋のデパートや店舗の多く

のディスプレイを紹介、陳列は購買に至

るまでの心理を読んで考えられていること

や、色は人にどんな意味を与えているか等

の解析から授産施設の商品展示の考え方進

SS・福祉委員会レポート

　さいたま市授産活動活性化セミナー「商品陳列を学ぶ講座」
和泉　賢二

め方をレクチャーしました。続いて②実践

編 (竹田 ) では、一個のテーブルを舞台に

６色の布や立体ブロックまた廃材等を使っ

ての基本を提示、変幻自在の演出はマジ

シャンのようで参加者を魅了、そして「元

気工房」のカラフルなクラフトかごを使っ

ての具体的な例を展開しました。最後に③

コンサル編 (山岡、竹田、江口、和泉 )として、

参加授産施設の各ディスプレイに対してそ

れぞれのアドバイスをしました。参加者の

皆さんは真剣にメモを取ったり、積極的に

質問もされていました。午後 2時からの 2

時間、実りのある熱いセミナーだったと思

います。
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●経緯：さいたま市から要請を受け、

SADECOメンバーが「元気工房」を訪問し

たのは 2010 年 8月 28 日、最終日の 2011

年 1月 15 日までの計 5回。授産製品はク

ラフトかご、「確信の持てる商品で販路を

拡大したい」というニーズに対して、ヒヤ

リング、商品改良案、新提案等を提示、販

売支援ツールの協議等を行いました。

●課題：1．商品力アップ　２．販売ディ

スプレイ再考　３．セールスプロモーショ

ン開発

●成果：１）．新商品の開発　Ａ．小箱の

カラーバリエーション・7色　Ｂ．オフィ

ス用・Ａ４版ファイルボックス（黒、白、赤）

Ｃ．Ａ５サイズ筆記具トレイ（黒、エビ茶）、

２）．魅力あるディスプレイの造り方の実

践、３）．ＳＰツール開発作成　Ａ．シン

ボルマーク改良案　Ｂ．チラシ＆ポスター

案　Ｃ．商品写真案、４）．商品写真撮影、

アドバイスと実習。

SS・福祉委員会レポート

　さいたま市授産施設支援アドバイス「元気工房」
和泉　賢二

●感想他：ずっと一人での考えに捉われて

いたが、思考の幅がひろがって新しい世界

が見えた。カラフルな商品がＰＯＰ効果や

新規のお客さん獲得に、つながる感じを得

た。またディスプレイの造り方や写真の撮

り方は実習できて良かった。との感想をい

ただきました。

○プロジェクトメンバー　

元気工房：施設員・森泉　（施設長・市勢）

SADECO：竹田良雄　江口勲　山岡和彦　

和泉賢二

●経緯：さいたま市から要請を受け、

SADECOメンバーが「春光園うえみず」を

訪問したのは 2010 年１１月１９日、最終

日の 2011 年 3月 7日までの計 5回。授産

製品はステンシルふきん・ハンカチ、ビー

ズストラップ、アクセサリー。それらの商

品デザイン、パッケージの改良等について、

ヒヤリング、現状分析、商品・パッケージ

改良案、ＣＩロゴ提案等の提示、販売支援

ツールの協議等を行いました。

●課題：1．お客様視点の商品開発　２．パッ

ケージ開発　３．販売支援ツール開発

●成果：１．ステンシル絵柄の改良（シリー

ズ化、オリジナリテイ尊重、バランス、リ

ズム、色使い等）、　ビーズストラップ、ア

クセサリーの品質アップ（スワロフスキー

を附加、黒台紙使用等）。　２．パッケー

ジのコンパクト化（ハンカチを四つ折にす

る、丸めてリボン掛け等）。　３．ＣＩロ

SS・福祉委員会レポート

　さいたま市授産施設支援アドバイス「春光園うえみず」
和泉　賢二

ゴ開発作成（「いつもみんなきらきら」の視

覚化、ロゴシステム開発、「うえみず」の

ロゴ改良）。　４．商品写真撮影、アドバ

イスと実習。

●感想他：現状を理解してのアドバイスで

感謝。第三者的な意見で、客観的な視点か

ら商品をつくることができた。毎回、新し

い学びを得るとともに今後の方向性がみえ

てきた。等の感想をいただきました。

○プロジェクトメンバー　

春光園うえみず：施設員・中村　佐復　　

SADECO：竹田良雄　赤井克重　和泉賢二
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お問い合せ　SADECO事務局　email:info@sadeco1.com  fax:048-261-2438

　「特定非営利活動法人ハンズオン！埼玉」

の若尾さんのご紹介で、「埼玉地域ファン

ド研究会　第 34回」（8月26日 ( 水 )19：00

～ 21：00、シーノ大宮５階　桜木公民館）

に「サデコの福祉支援活動　～プロボノ活動

への期待」というテーマで、山岡理事が報

告を行いました (出席者：竹田、田端、山

岡、和泉 )。最近は、専門知識を持つ人々

が、スキルや経験を活かしてボランティア

する「プロボノ活動」が何かと話題になっ

ていますが、サデコはまさに ｢デザイナー

のプロボノ集団｣ です。と紹介していただ

きました。

　ハンズオン！埼玉のメンバーでご自身も

ソーシャルプロデュースネットの代表をさ

れている長岡さんがスロータイムス★メー

ルマガジンにて記事にしていただきまし

た。以下抜粋です。

　この活動はデザインの専門家集団とし

情報交流委員会レポート

　SADECO埼玉地域ファンド研究会にて報告
和泉　賢二

て専門性を生かした社会貢献活動ではある

が、サデコのメンバーにとってもいろいろ

なデザインを行う機会であり、いろいろな

人とデザインを通じて仕事をすることで、

本業にも反映できることがあるという。

弁護士の法的社会貢献活動に起源をもつ

「プロボノ」は、現在では職業上持ってい

　サデコショップは、７月23日( 金 )～ 8月

1日( 日 ) 開催の｢SKIPシティ国際Dシネマ

映画祭 2010｣ に合わせ ｢納涼祭り記念セー

ル｣ を行いました。店内は「納涼祭り｣ の

ポスターや風鈴をあしらい、食品を除く商

品 10％割引セールで、また土曜・日曜の

計 4日間、ショップの外店舗を設け、｢冷

汁｣ の無料サービス、クジつきスーパーボー

ル、当て物の宝箱で、お客さんを呼び込み

ました。酷暑のなか、大人のお客さまには

冷たいみそ汁はおいしいと好評で喜ばれま

した。小中学生のお子さん達には、スーパー

ボール、当て物が大人気で完売でした。こ

れからも SKIP シティのイベントに合わせ、

サデコショップを盛り上げる企画を考えて

いきます。

SS・福祉委員会レポート

　サデコショップ「納涼祭り」
赤井　克重

る知識・スキルや経験を活かして社会貢献

するボランティア的な活動全般をいう。サ

デコの 20年以上の取組みはその積み重ね

た実績や継続性もさることながら支援する

人も支援される人もともに働くことで成長

し元気になる活動という他に類をみないも

のではないか。
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　2010 年7月24日（土）・25日（日）小川町埼

玉伝統工芸会館にて、第 24回サデコスクー

ル「親子でつくる楽器教室」が開催されま

した。今年の受講者は 14組 33名でした。

　１日目、制作開始の前に、プロの演奏家に

よるミニコンサートを実施。今年は、ホル

ンハープ、フルートの３重奏。その迫力に子

どもたちも保護者もくぎづけになりました。

その後、はじめに音の仕組みを学び、次に

成形の基本を学びます。２日目には、色やデ

ザインの基本を知り、親子で思いおもいの

装飾を思案しながら仕上げていきました。

制作された楽器の種類は、恒例のアルペン

ホルン、紙筒タイコの他に竹琴、パンフルー

ト、ツリーチャイム、紙筒トロンボーンな

どがありました。２年目３年目と続けて参

加してくださるかたも多く、制作楽器の種

類や材料が多様化してきていますが、ほぼ

マンツーマンに近い状況で講師陣が指導に

当たりますので、全ての子どもたちがステ

キなオリジナル楽器を仕上げることができ

ます。

　２日目の最後は、演奏会と発表会です。制

作の合間に音楽指導の先生から音の出し方

やリズムの取り方などの演奏の仕方を学び、

参加者みんなで演奏会を行いました。

その楽しい音色 は、小川町の青空と子ども

たちの心に響き渡ったと思います。

今年も、独立行政法人国立青少年教育振興

機構「子どもゆめ基金」の助成を受け、子

どもたちに充実した活動を提供することが

できました。

スクール委員会レポート

　第24回サデコスクール、「親子でつくる楽器教室」
葛谷　裕美
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■賛助会員
中央電子工業株式会社
株式会社 中賀堂 http://www.chugado.co.jp/index.html

株式会社デサン http://www.dessin.co.jp/

埼玉スバル自動車株式会社 http://www.saitama-subaru.co.jp/

菅原印刷株式会社 http://www.sugawara-p.co.jp/
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埼玉県産業技術総合センター　706-B 号室
TEL. 048-261-2430　FAX. 048-261-2438　E-mail info@sadeco1.com 
発行日　2011 年 5月 15 日
編集スタッフ：情報交流委員会　福井政弘、山岡和彦
　　　　　　　和泉賢二、竹田良雄

　事務局から
平成 20年 12月 1日に公益法人制度改革三法が施行されてから 2
年以上が経過しました。皆様、既にご存知のとおり、旧民法上の
社団（サデコ）・財団法人はこの法律により「特例民法法人」とされ、
平成25年11月30日までに新たな法人格（公益法人か一般法人か）
を取得しなければ、その法人は解散したものとみなされます。サ
デコでは、公益法人への移行を目指しています。今年 12月末ま
でを準備期間とし、今年度中には申請実務を完了する計画です。
事務局長が替わりました。新事務局長は和泉賢二さんです。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旧事務局長　長野繁敏）

19、20、21、22 年度の長野事務局長の後任ということで、林理
事長から指名を受けました。長野さんは、この 4年間、非常にパ
ワフルに SADECOを牽引されてこられました。ありがとうござい
ました。
長野さんのバトンを受け取るには非力で、とても長野さんの真似
はできませんが、副事務局長の竹田さん、ベテランの篠崎さんの
お力をいただき、頑張ります。
皆さまご協力のほど、よろしくお願いします。
                                                                                      ( 事務局長　和泉賢二 )

あとがき
この年度末 3.11、未曾有の東日本大震災。その恐ろしさは想像を
超えた凄さでした。加えて福島第一原発事故。「クリーンで安全
なエネルギー」ではなかったのか？◆デザインは平和の中にあっ
て、はじめて存在価値を持つものなのでしょうか。コピーもデザ
インも、メリットだけを見ず本質を見てという教訓を改めて感じ
ます。◆ 35号では、4ページ増やして各活動を紹介しております。

活動では、今までにない福祉支援活動のボリュウムに驚いていま
す。多忙の中参加された方々ご苦労様でした。参加できる人は、
ぜひ、事務局までご一報ください。もう一つは、地域活性化シン
ポジウムをスタートさせたことです。地域産業への活性化に参加
出来ることはサデコイズムの一つです。多忙の中参加された方々
ご苦労様でした◆ ホームページも、ご覧になって頂ければ幸いで
す。◆最後に誤字脱字は、ご容赦ください。　
                                                              　　　　（情報交流委員長　福井政弘）

22年の纏め大宮地区のリーダーとなり早一年ですが別にこれと言った事はやっておりませんが、大宮地
区は毎月例会を行いながら情報交換をしております。それ以外にも、四月は恒例となった、「筍狩り（武
蔵嵐山）&バーベキュー（寄居）」、10月には見学会「鉄道博物館見学＆親睦会」を行い、親睦会では 16
名の人数で盛り上がりをみせました。また、23日・24日には深谷市にておこなわれた「住まいまちづく
り交流展 in深谷 2010」にサデコ「彩の国を撮るドキュメント映像」も加わって交流を広げての活動があ
りました。
年が明けての 3月 11日に東日本大震災が起き、それにより大変な被災者が出ました。また、原発が破損
し電気が十分送られず、埼玉地区も多くの輪番停電の対象となりました。さいたまスタジアムでは多く
の被災者を受け入れ活動が行われました。そんな中で御座いますが、知恵と勇気と笑顔で「大宮サデコ
DO」23年も盛り上がるように皆様に参加して頂きたいと思っております。東日本大震災により被災され
た皆様に謹んでお見舞い申し上げます。一日も早く復興し皆様の生活に無事平穏が訪れる事を、心から
お祈り申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 大宮地区リーダー　田積正敏 )

　地区会「大宮地区活動」

平成23年度 第 25回サデコスクールについて
小川町の埼玉伝統工芸会館にて8月27日（土）、28日（日）の 2日間に亘って開催予定です。

詳細が決まりましたら、当協議会のWebに掲載するとともにリーフレットを作成してご案内いたします。

昨年度同様、多くのご家族の参加と皆様のご協力をお願いいたします。（サデコスクール委員長　千田正勝）


